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将来の見通しに関する注意事項

資料に記載されている内容につきましては、種々の前提に基づいたものであり、将来の計画数値、
施策などに関する記載については、不確定な要素を含んだものであることをご理解ください。
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2010年3月期総括①前期および上期・下期の差異

1,481

3,454

3,033

10,339

167,751

09/3通期

実績

11/3通期

計画

10/3通期

実績10/3下期

実績

10/3上期

実績

585

1,120

1,014
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57,370

692

1,372

1,288

4,614

58,704

1,7651,277当期純利益

3,0382,492経常利益

2,9262,302営業利益

10,3098,891売上総利益

127,886116,074売上高

（百万円）

• 期初からの需要低迷が年間を通して続き、市況も緩やかに下落、
利益スプレッドが縮小し減収減益
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2010年3月期総括②営業利益/前年同期比変化要因
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09/3期実績 鉄鋼価格要因 棚卸評価損 鉄鋼数量要因 建材他要因 販管費要因 10/3期実績

2,302

（百万円）

3,033

△570
＋716

棚卸評価損は一
巡し、四半期ごと
に徐々に減少傾
向へ

通期で市況は緩
やかに下落して
おり、利益スプ
レッドは縮小

△268
△195

△415
1Q：△ 210

2Q：△ 46

3Q：△ 146

4Q：△ 13 貸倒引当金の減
少、および人件
費の減少による
もの
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連結損益計算書

• 営業外収益
– 09/3期 ： 社債買入消却益 （131百万円）

– 09/3期 ： 助成金収入/福岡ヤード （49百万円）

– 10/3期 ： 助成金収入/宮崎ヤード （22百万円）

• 特別利益
– 09/3期 ： 固定資産売却益 （268百万円）

– 10/3期 ： 投資有価証券売却益 （14百万円）

• 特別損失
– 09/3期 ： 固定資産売却損 （127百万円）

– 09/3期 ： 固定資産除却損 （46百万円）

– 09/3期 ： 投資有価証券評価損 （72百万円）

– 10/3期 ： 固定資産除却損 （29百万円）
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連結損益計算書

（百万円）

1,765

1,264

3,038

－

－

3,038

67

179

2,926

7,383

10,309

117,577

127,886

11/3通期計画

917

665

1,586

－

－

1,586

32

84

1,534

3,697

5,231

60,728

65,960

11/3下期計画

848

599

1,452

－

－

1,452

35

95

1,392

3,686

5,078

56,849

61,926

11/3上期計画

1,481

1,726

3,449

275

270

3,454

139

559

3,033

7,305

10,339

157,411

167,751

09/3実績

1,277当期純利益

1,142法人税･住民税及び事業税

2,418税引前当期純利益

92特別損失

18特別利益

2,492経常利益

84営業外費用

274営業外収益

2,302営業利益

6,589販売費及び一般管理費

8,891売上総利益

107,182売上原価

116,074売上高

10/3実績
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連結販売管理費

• 運賃
– 販売数量、保管料の増減により変動

• 貸倒引当金繰入額
– 売上債権の増減、貸倒実績率により変動

• 人件費
– 大幅な人員変動は予定しておらず、安定的に推移
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連結販売管理費

304221251245租税公課

201203183148賃借料

712502474507減価償却費

172766107修繕費

31273077福利厚生費

36

2,456

－

535

1,979

7,305

09/3実績

103

2,245

－

300

2,428

7,383

11/3計画

95

2,268

－

304

2,614

7,172

10/3計画

95のれん償却額

2,172人件費

－貸倒損失

121貸倒引当金繰入額

2,189運賃

6,589販売費及び一般管理費

10/3実績

（百万円）
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連結貸借対照表

• たな卸資産
– 在庫数量 09/3期173千トン → 10/3期118千トン

– 在庫単価 09/3期@67/kg → 10/3期@60/kg

• 有利子負債
– 短期借入金 設備投資費用の支払にともなう増加

– 長期借入金 三協則武鋼業分、小野建からの貸付に随時切替
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連結貸借対照表

（百万円）

23,92926,22828,925支払手形及び買掛金

7,0154,45011,400短期借入金

1003002,447社債

1525881,578長期借入金

91,703

42,725

3,780

42,590

48,977

5,269

216

43,708

91,703

1,749

25,921

28,155

11,909

47,879

1,398

63,547

09/3実績

43,81843,196純資産合計

43,55642,968株主資本

3,7803,780資本金

80,09280,511資産合計

575116一年以内返済予定長期借入

1,7122,382固定負債

80,511

37,314

34,932

1,747

27,370

29,723

10,027

35,743

1,492

50,787

09/9実績

80,092負債・純資産合計

36,273負債合計

34,560流動負債

1,509投資その他の資産

30,267有形固定資産

32,317固定資産

7,850たな卸資産

36,250受取手形及び売掛金

1,409現金及び預金

47,774流動資産

10/3実績

※各詳細項目は主要項目のみを記載しております
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品種別販売状況（小野建単体）

4,499

540

59,171

199

357

598

10,778

350

6,922

712

163

10,782

1,500

188

16,833

1,141

189

13,500

11/3下期計画
11/3通期計画

11/3上期計画
10/3実績09/3実績

合計

不動産

賃貸等事業

工事請負事業

鉄鋼・建材

商品販売事業

636286608596売上総利益

12,6945,77212,23811,758建設機材商品

8,342

1,106

156,318

482

745

1,188

24,274

1,781

278

27,641

4,659

400

48,415

△365

427

43,482

8,8034,3047,798売上総利益

1,0815411,034（販売数量）

115,13055,959107,369売上高

400201442売上総利益

719362754その他事業収入

1,107509948売上総利益

19,8219,04318,573建設機材工事

1,3846721,038売上総利益

321158272（販売数量）

21,21310,43117,488丸鋼類

3,0221,5222,666売上総利益

382194368（販売数量）

33,98017,14731,230条鋼類

2,2521,1112,094売上総利益

377188394（販売数量）

26,70113,20127,084鋼板類

（百万円・千トン）

12

設備投資・減価償却費

1,9671,633－－川崎センター建築

－117130－長崎支店建築（事務所）

39398400－沖縄ヤード土地・建築

－－－570宮崎営業所土地・建築

－－－3,467川崎センター土地

624

－

4,860

09/3実績

2651,6551,700西日本SC新レベラー

1,196723720減価償却費

2,500

11/3計画

2,500

10/3計画

4,017設備投資

10/3実績

（百万円）
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設備投資と事業戦略について

設備投資に関する当社の方針
– 景気回復局面が遅延する環境下において、「エリア拡大」と「シェア向上」

の絶好の機会ととらえ、新規分野・新規エリアへ積極的に進出するための
基盤作りを進める

– 物流コストを削減するなど効率向上をはかり、競争力・利益体質の強化

【短期戦略として】

• 沖縄ヤードの拡張（2010年3月）
– 在庫能力 7千トン→13千トン

丸鋼類を中心に在庫拡充をはかるとともに条鋼類も在庫することにより、

複数品種小ロットでの販売に対応

鉄筋加工業者に対して加工設備・加工スペースを提供することにより、

丸鋼材料販売での受注確率の向上を目指す
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設備投資と事業戦略について

【中期戦略として】

• 西日本スチールセンターにジャンボレベラー新設（2010年3月）

厚板レベラー能力では日本でトップの設備となり、西日本エリアを中心に、

造船・プラントなど厚板・広幅の分野における新規顧客を開拓

• 東京支店川崎センター新設（2010年6月）
– 在庫能力 50千トン

自社専用バース保有により仕入面でのコストダウンをはかり、浦安セン

ターとあわせて、東日本エリアの物流基地としての役割を強化


